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はしがき
1

は
し
が
き

「
光
り
な
き
者
と
と
も
に
」
と
題
す
る
一
書
を
出
だ
す
。
も
と
も
と
は
「
福
祉
の
ひ
ろ
ば
」
の
黒
田
孝
彦
編
集
主
幹
の

す
す
め
に
よ
り
、
父
、
恂
臧
の
伝
記
を
発
端
と
し
て
、
こ
の
私
の
略
伝
に
た
え
る
も
の
を
「
福
祉
の
ひ
ろ
ば
」（
編
集
、

総
合
社
会
福
祉
研
究
所
）
の
二
〇
一
一
年
四
月
か
ら
二
〇
一
四
年
五
月
の
掲
載
に
あ
る
。

今
、
こ
れ
を
ま
と
め
て
一
冊
と
す
る
に
当
た
り
、
父
に
千
葉
高
等
園
芸
学
校
の
入
学
、
同
校
で
の
父
の
倫
理
学
講
義
等

聴
講
し
て
以
来
、
父
の
浪
速
少
年
院
就
任
以
後
、
父
と
少
年
院
教
官
と
し
て
勤
務
さ
れ
、
そ
の
後
も
長
く
少
年
院
教
育
に

当
た
ら
れ
た
千
田
光
郎
氏
か
ら
、父
へ
の
「
思
い
出
」
と
題
す
る
四
〇
〇
字
詰
の
原
稿
用
紙
三
冊
分
の
原
稿
を
父
の
死
後
、

一
九
七
六
年
に
執
筆
さ
れ
て
、
私
に
託
さ
れ
た
も
の
を
読
者
の
便
宜
上
、
こ
れ
と
父
・
第
一
部
に
続
く
第
二
部
と
し
、
私

に
関
す
る
部
分
を
第
三
部
と
し
た
。

第
一
部
、
第
二
部
は
、
戦
前
一
九
二
三
年
の
少
年
法
、
矯
正
院
法
に
よ
り
、
多
摩
・
浪
速
二
つ
の
少
年
院
が
設
け
ら
れ

た
。
父
に
浪
速
を
任
さ
れ
た
が
、
父
の
思
う
様
に
し
て
い
い
と
い
う
一
札
で
、
父
の
精
魂
を
傾
け
て
の
我
国
最
初
の
大
正

デ
モ
ク
ラ
シ
ー
熱
の
こ
も
っ
た
有
機
的
、
組
織
的
、
人
間
的
な
非
行
少
年
教
育
が
始
ま
っ
た
。

父
の
口
癖
は
、「
少
年
院
は
司
法
省
の
下
に
は
あ
る
が
、
刑
務
所
い
わ
ん
や
旧
時
の
監
獄
な
ど
で
は
断
じ
て
な
い
」
で

あ
っ
た
。

恂
臧
・
政
亮
と
も
に
略
年
譜
を
付
け
た
。
他
に
政
亮
に
は
、「
私
が
関
わ
っ
た
社
会
保
障
裁
判
」
の
一
覧
表
を
付
し
た
。
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第
二
部
を
読
む
と
、
当
時
の
少
年
院
の
風
物
・
院
生
や
教
職
員
諸
氏
の
行
動
、
殊
に
千
田
氏
が
力
を
入
れ
ら
れ
た
園
芸

部
の
情
景
、
官
舎
の
私
た
ち
の
生
活
、
家
と
家
と
が
昨
日
の
事
の
よ
う
に
眼
前
に
髣ほ
う
ふ
つ髴
と
す
る
の
を
覚
え
る
。
記
し
て
、

氏
は
故
人
と
な
ら
ん
に
千
田
光
郎
氏
と
記
事
の
印
刷
を
快
く
許
さ
れ
た
氏
の
御
遺
族
に
感
謝
し
た
い
。

終
わ
り
に
、
本
書
が
成
る
に
つ
い
て
、
五
年
に
亘
り
、
本
書
の
た
め
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
注
い
で
頂
い
た
黒
田
孝
彦
氏
に

厚
く
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。（
二
〇
一
四
年
一
二
月
一
一
日
）

光
り
な
き
者
と
と
も
に

─
恂じ
ゅ
ん
ぞ
う臧・

政ま
さ
あ
き亮　

父
子
二
代
の
記
─



は
し
が
き　
　
　
　
　
1

第
１
部　

父
・
恂
臧（
じ
ゅ
ん
ぞ
う
）	

15

父　

恂
臧
─
─
─
─
─
16

父
・
恂
臧
さ
ん
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル　
　
17

信
は
力
な
り
─
─
感
化
院
教
諭
、
そ
し
て
少
年
院
院
長
に
─
─
─
─
─
─
─
18

武
蔵
野
学
院
時
代
─
─
─
─
─
21

浪
速
少
年
院
を
た
ち
上
げ
る
─
─
─
─
─
25

浪
速
少
年
院
時
代
─
春
風
秋
霜
─
─
─
─
─
29

浪
速
少
年
院
時
代
─
別
れ
─
─
─
─
─
33

ま
た
ま
た
騒そ
う
じ
ょ
う擾　

　
33

英
文
要
覧　
　
34

浪
速
少
年
院
生
奉
仕
の
新
設
府
道
通
り
初
め　
　
35

二
つ
の
別
れ　
　
36

多
摩
少
年
院
を
改
革
─
─
─
─
─
38

荒
れ
た
多
摩
少
年
院　
　
38

改
革
に
着
手　
　
39

職
業
教
育
・
情
操
教
育
・
軍
事
教
育　
　
40

人
間
の
本
来
の
姿
を
追
求　
　
41

七し
ち
て
ん顛
八は
っ
き起
─
─
─
─
─
43

生
徒
製
作
生
産
品
展
覧
即
売
会　
　
43

柳
と
石
蛙
、
一
少
年
の
命
を
救
う　
　
44

い
ろ
ん
な
意
味
で
の
始
ま
り
─
─
─
─
─
47

心
理
学
・
精
神
医
学
の
研
究
を
も
踏
ま
え
て　
　
47

芸
術
的
視
野
（
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
）
か
ら　
　
48

武
蔵
野
学
院
生
ら
に
祝
福
さ
れ
て
─
─
私
の
誕
生　
　
50

小
川
恂
臧
さ
ん
か
ら
何
を
考
え
る
か
─
─
臨
床
心
理
学
の
立
場
か
ら
（
横
湯
園
子
）
─
─
─
─
─
─
─
52

「
あ
の
時
代
に
、
こ
の
よ
う
な
教
育
が
可
能
で
あ
っ
た
の
だ
…
…
」
の
驚
き　
　
52

魂
の
原
風
景
の
い
く
つ
か　
　
　
53

法
と
教
育
の
「
間
」
に
あ
っ
て
求
め
た
も
の
─
─
精
神
医
学
と
心
理
学　
　
54

（
座
談
会
）
小
川
恂
臧
さ
ん
は
何
を
残
し
た
か　

小
川
政
亮
・
横
湯
園
子
・
永
岡
正
己
─
─
─
─
─
58

浪
速
・
多
摩
少
年
院
院
長
を
歴
任　
　
59

社
会
事
業
の
本
流
か
ら
非
行
少
年
教
育
へ　
　
62



浪
速
少
年
院
時
代
─
─
徹
底
的
に
少
年
に
寄
り
添
っ
て　
　
63

「
春し
ゅ
ん
ぷ
う風を
以
て
人
に
接
せ
よ
」　　
66

文
化
を
通
し
て
人
格
発
達
を　
　
68

家
庭
人
と
し
て
の
小
川
恂
臧　
　
69

小
川
恂
臧
か
ら
何
を
学
ぶ
か　
　
70

第
２
部　

小
川
恂
臧
先
生
の
思
い
出　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
千ち

だ田
光み

つ
ろ
う郎	

73

思
い
出（
１
）
─
─
─
─
─
74

千
葉
高
等
園
芸
学
校
時
代　
　
74

小
川
先
生
と
の
出
会
い　
　
76

小
川
先
生
を
送
る　
　
89

公
け
な
送
別
会　
　
91

学
校
の
外
で
の
小
川
先
生　
　
92

淡
水
会　
　
98

武
蔵
野
学
院
時
代
の
小
川
恂
臧
先
生
と
私　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
101

思
い
出（
２
）
浪
速
少
年
院
初
代
院
長　

小
川
恂
臧
先
生
─
─
─
─
─
109

浪
速
少
年
院
仮
事
務
所　
　
109

小
川
先
生
の
御
発
病　
　
113

浪
速
少
年
院　
　
116

浪
速
少
年
院
教
職
員　
　
127

公
道
構
築
寄
贈　
　
140

農
場
は
道
場　
　
141

花
卉
、
蔬
菜
、
果
樹
、
庭
園　
　
145

蔬
菜
園　
　
148

果
樹
園　
　
148

家
畜
、
家
禽
、
養
蜂　
　
150

思
い
出（
３
）
─
─
─
─
─
153

浪
速
少
年
院
と
行
事　
　
153

講
演
会
、
学
芸
会
、
そ
し
て
音
楽
会　
　
154

創
立
記
念
日　
　
157

精
霊
祭
と
地
蔵
盆　
　
158

プ
ー
ル
開
き　
　
159

遠
足
と
登
山　
　
161

軍
事
教
練
と
発
火
演
習　
　
162

少
年
院
展　
　
163

日
曜
学
校
と
ク
リ
ス
マ
ス　
　
164

日
輪
草　
　
165



出
土
品　
　
167

石
棺
の
蓋　
　
168

お
地
蔵
さ
ん　
　
171

逃
走　
　
172

千
田
光
郎
叱
ら
れ
る　
　
177

暴
動　
　
185

私
人
と
し
て
の
小
川
恂
臧
先
生　
　
190

日
本
初
の
理
学
博
士　

伊
藤
圭
介　
　
196

小
川
院
長
先
生
を
多
摩
に
送
る　
　
198

愛
嬢
の
夭
折　
　
200

婦
人
会
と
甲
子
上
太
郎
会　
　
201

あ
と
が
き　
　
　
203

第
３
部　

政
亮（
ま
さ
あ
き
）・
自　

伝	

207

大
阪
で
の
少
年
時
代
─
─
─
─
─
208

学
問
と
出
会
い
か
か
っ
て
─
─
─
─
─
212

意
気
投
合
─
─
─
─
─
216

一　

終
戦
・
敗
戦
直
前　
　
217

二　

意
気
投
合　
　
218

新
し
い
教
育
・
研
究
の
仕
事
─
─
─
─
─
221

「
厚
生
問
題
」
改
題
「
社
会
事
業
」
の
復
刊　
　
221

戦せ
ん
か禍

な
お
酷こ
く

の
中
、
原
爆
犠
牲
の
長
崎
へ　
　
222

占
領
権
力
の
本
質
が
露
骨
に
─
─
二
・
一
ゼ
ネ
ス
ト
中
止　
　
223

日
本
社
会
事
業
専
門
学
校
創
設
へ　
　
223

二
度
と
本
は
売
る
ま
い　
　
225

本
科
始
ま
る　
　
225

権
力
の
本
質
に
抗
し
つ
つ
─
─
─
─
─
226

学
校
の
仕
事
と
結
婚　
　
226

レ
ッ
ド
・
パ
ー
ジ
の
始
ま
り
と
た
た
か
い　
　
227

憲
法
が
保
障
す
る
権
利
の
侵
害
を
テ
ー
マ
に
研
究
論
文
を
発
表　
　
229

朝
日
訴
訟
へ
、
た
ぎ
り
た
つ
も
の
─
─
─
─
─
231

１　

人
権
防
衛
活
動
の
一
環
と
し
て　
　
231

２　

こ
の
花
や　

や
さ
し
け
れ
ど
も　
　
233

３　

朝
日
さ
ん
の
た
た
か
い
、
始
ま
る
頃　
　
234

か
の
安
保
闘
争
の
年
、
朝
日
訴
訟
一
審
判
決
！
─
─
─
─
─
236

１　

生
活
保
護
行
政
を
「
権
利
保
障
」
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
へ　
　
236



２　

そ
し
て
朝
日
訴
訟
一
審
判
決
─
─
そ
の
背
景
を
含
め
て　
　
238

沖
縄
へ
、
そ
し
て
社
会
保
障
裁
判
と
か
か
わ
り
つ
つ
─
─
─
─
─
241

１　

本
土
唯
一
の
激
戦
の
地
、
戦
後
長
く
自
由
を
奪
わ
れ
た
沖
縄
へ
の
初
の
人
権
調
査
の
一
環
と
し
て　
　
241

２　

社
会
保
障
裁
判
と
か
か
わ
り
つ
つ　
　
243

権
利
と
し
て
の
社
会
保
障
を
め
ぐ
っ
て
─
─
─
─
─
245

１　
「
権
利
と
し
て
の
社
会
保
障
」
の
成
立　
　
245

２　

明
治
の
昔
に
戻
ら
ん
と
す
る
か　
　
248

牧
野
訴
訟
─
─
老
齢
福
祉
年
金
夫
婦
受
給
制
限
─
─
─
─
─
250

　
　

七
〇
歳
の
叫
び
─
─
夫
婦
受
給
制
限
の
規
定
は
違
憲　
　
250

　
　

支
援
の
輪
が
広
が
り
、
制
度
の
改
定
と
和
解
へ　
　
252

中
国
訪
問
、
学
術
会
議
、
被
爆
者
運
動
と
の
つ
な
が
り
─
─
─
─
─
254

１　

農
村
な
ど
地
域
調
査
、
そ
し
て
法
律
家
訪
中
代
表
団
の　
　

一
員
と
し
て　
　
254

２　

日
本
学
術
会
議
会
員
に
選
出
さ
れ
て　
　
255

３　
「
つ
る
パ
ン
フ
」
と
被
爆
者
運
動
の
再
生
─
─
日
本
学
術
会
議
と
の
接
点
・
被
爆
者
調
査　
　
257

学
術
会
議
の
も
と
社
会
福
祉
研
連
の
成
立
、
原
爆
訴
訟
、
そ
し
て
二
つ
の
旅
─
─
─
─
─
259

１　

社
会
福
祉
研
究
連
絡
委
員
会
の
成
立　
　
259

２　

広
島
原
爆
石
田
訴
訟
勝
利　
　
260

３　

一
九
七
四
年
、
二
つ
の
旅　
　
262

公
的
責
任
の
転
嫁
を
許
さ
ず
─
─
藤
木
訴
訟
、
そ
し
て
私
事
だ
が
─
─
─
─
─
264

１　

入
院
中
の
妻
の
生
活
保
護
は
？　
　
264

２　

長
男
、
交
通
事
故
で
受
傷
、
入
院　
　
267

裁
判
所
の
扉
は
金き
ん

の
鍵
で
な
い
と
開
か
な
い
の
か
？

　
─
─
第
二
次
藤
木
訴
訟
、
そ
し
て
法
の
下
の
平
等
─
─
堀
木
訴
訟
─
─
─
─
─
269

１　

第
二
次
藤
木
訴
訟　
　
269

２　

堀
木
訴
訟　
　
271

私わ
た
く
し
ご
と
な
が

事
乍
ら
、
そ
し
て
扶
養
義
務
と
世
帯
、
さ
ら
に
就
学
援
助
二
題
─
─
─
─
─
274

１　

ま
た
も
や
私
事
乍
ら　
　
274

２　

扶
養
義
務
と
世
帯
単
位
原
則　
　
275

３　

就
学
保
障
の
復
権
は
い
つ
か
？　
　
277

反
動
の
嵐
の
中
で
、
そ
し
て
外
国
人
の
人
権
保
障
を
問
う
塩
見
訴
訟
─
─
─
─
─
279

こ
の
大
反
動
・
激
化
期
に
、
あ
え
て　
　
279

１　
「
社
会
保
障
予
算
削
減
─
軍
備
拡
大
」
に
抗
し
て　
　
279

２　

要
保
護
者
層
自
身
が
助
言
・
援
助
を
す
る
ド
イ
ツ　
　
280

３　

�

塩
見
訴
訟
─
─
「
在
日
」
外
国
人
と
生
存
権
的
基
本
権　
　
281



暴
力
学
生
に
よ
る
大
学
占
拠
へ
の
対
応
、
そ
し
て
金
沢
へ
─
─
─
─
─
284

１　

歴
史
と
は
、
反
動
勢
力
に
よ
る
襲
撃
と
の
取
り
組
み
の
日
　々
　
284

２　

金
沢
へ　
　
286

３　

小
川
家
の
そ
も
そ
も
は
鳥
羽
か
ら　
　
288

金
沢
に
て
（
上
）
─
─
─
─
─
290

１　
「
こ
の
国
が
少
し
は
立
体
的
に
」　　
290

２　

力
あ
わ
せ
て
編
著
『
社
会
保
障
裁
判
─
戦
後
社
会
保
障
権
運
動
の
発
展
─
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
）　　
291

３　

過
労
、
大
雪
、
忘
れ
が
た
い
住
居　
　
292

金
沢
に
て
（
中
）
─
─
─
─
─
295

１　

地
域
へ　
　
295

２　

城
北
病
院
老
人
問
題
研
究
会
。
高
齢
者
が
立
ち
上
が
り　
　
297

「
金
沢
と
暫しばし
の
別
れ
」（
下
）
─
─
─
─
─
300

１　

別
れ
に
先
立
っ
て　
　
300

２　

折
角
の
地
域
・
法
学
部
へ
来
た
か
ら
に
は　
　
301

３　

妻
・
美
代
子
の
こ
と
若
干　
　
301

４　

米
騒
動
発
祥
の
地
を
二
人
で
訪
れ　
　
302

５　

美
代
子
と
金
沢
平
和
都
市
宣
言
の
こ
と
な
ど　
　
303

日
本
福
祉
大
学
の
時
代
─
─
─
─
─
304

１　
「
わ
れ
ら
の
明
日
を
！
」　　
304

２　

書
斎
等
の
増
築　
　
305

３　

日
本
福
祉
大
学
着
任
に
続
く
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れ
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